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学術委員会の活動方針

学術委員会では、以下の目標のもと活動を行っています

委員構成 （10名）
国立大学 教員等 7名
公立大学 教員 1名
私立大学 教員等 2名

１）計画している事業
ⅰ 研究基盤にかかる学術研究の領域形成と知の集積
ⅱ 研究基盤にかかる学術交流の推進とネットワーク拡大

2） 目的
ⅰ 研究基盤にかかる学術研究の推進、知見の集積を促す。
ⅱ 研究基盤にかかる知見の発信を促し、ネットワークを拡大する。

3） 必要性と期待される効果
ⅰ 戦略的な研究環境整備や政策立案の基盤が強化される。
ⅱ 研究基盤に関する多様な知見や実践が共有され、分野・機関を超えた

連携と協働 の促進につながる。
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学術委員会 活動計画 2025

ⅰ) 研究基盤にかかる学術研究の領域形成と知の集積
① SciREX 事業における調査実施 および成果発表
② 学術委員会の活動内容をフィードバックする研究会の

開催

ⅱ）研究基盤にかかる学術交流の推進とネットワーク拡大
① RA協議会年次大会におけるセッション企画
② 研究・イノベーション学会での発表等
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SciREX事業における調査実施

SciREX事業共進化実現プログラム 第Ⅲフェーズ

研究支援の基盤構築（研究機関・研究設備・人材等）のための調査・分析
実施期間： 2023年10月-2026年3月
代表者 ： 隅蔵康一（政策研究大学院大学 教授）

プロジェクト概要： 大学における研究推進、質の高い研究成果や新たな学術領
域創出、スタートアップ創出、イノベーション促進のためには、日本のアカデミア
全体として、研究支援の基盤構築、特に研究設備の効率的な利用・アクセス性
の向上を図ることが重要な課題となっている。また、研究支援人材の採用・配置
と能力向上も不可欠である。本PJは、日本における研究支援の基盤構築のた
め、政策立案に資するエビデンス構築を目指すものである。

協議会より江端、荒砂が研究実施者、境が研究協力者として参画

 実施テーマ
① 「研究設備・機器の共⽤推進に向けたガイドライン」の効果等に関する調査
② 研究機器に関する産学連携の実態調査

※ 政策研究大学院大学のリポジトリで報告書を公開予定
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RA協議会におけるセッション企画への関与

10月22日 10:45-12:15

「大学のコアファシリティと機器メーカーのwin-winな組織間連携
について考える」
セッション実行委員：坂園 聡美先生（東北大学）
講演① 高山勇人様（文部科学省）
講演② 野田 幸太郎様（株式会社島津製作所）
講演③ 荒砂 茜（東海大学）

2025年10月21日、22日
於 熊本城ホール
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研究基盤強化推進セミナーの開催
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研究基盤強化推進セミナー 当日の様子

現地参加 31人、オンライン参加約50人、ラボツアー参加 24人、
情報交換会31人

ご講演：CRDS永野様江端会長オープニング ご講演：CRDS杉村様 ご講演：CRDS川澤様

会場の様子 林先生乾杯のご挨拶植草理事クロージング 情報交換会集合写真
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研究基盤強化推進セミナー 参加アンケート

いただいたコメント
• 分析装置の研究開発には多額の資金がかかるというのは周知の事実かと思う

のですが、ヨーロッパなどの海外の国々に比べて日本政府は支援が手厚くない
と感じていました。CRDSで本日のようなご発表をしていただくのは現場にとっ
て勇気づけられ、将来への期待感でいっぱいになりました。

• 最新の施策について、情報収集を目的として参加しました。永野先生から、熱い
言葉を多く聞くことができ、文書では読み取れなかった、多くのことを知ることが
できました。

セミナー参加アンケート（オンライン）
回答30名

Q:本日のセミナーはいかがでしたか？

• エコシステムをどのように構築していくか、技術職員に求められる役割は何かを伺いたかった。技術職員への期待は依然と比べてな
くなっている、置き去りになっているという話を伺っていたが、自らを定義の型にはめず、ボトムアップで今後どうありたいか認知される
活動をしてほしいという言葉に勇気づけらた。

• 現場の技術職員の心境を知りたかったところ、「研究者の要望と大学からの要望が異なる」ような意見があり、同じ境遇であることを
知ることができただけでもよかった。技術職員は、研究者の研究支援をすることを拒む人がいないかと予想するが、研究者の一方的
な要望が技術職員の要望とマッチしていないことがあると感じている。技術職員が協力していくことも必要だが、研究者の教育も必要
なのではないか。

• 今日のようなセミナーは非常に勉強になります。現場の人間も国の施策を知ろうとすることが大事だと思いました。
• 想像以上の企画でした。今後もよろしくお願いいたします。
• 本日は貴重なセミナーを開催していただき、誠にありがとうございます。
• 東海大学の技術職員の方からの発言は参考になりました。国立大学はほぼ技術職員の職があります。私立大学では、東海大学、早

稲田大学で技術職員の職がありますが、ほとんどの私立大学ではありません。研究基盤では技術職員としての立場でお話をされて
いますが、私立大学のバリエーションは広いので、一筋縄では行かない難しさを感じています。解決は難しいのでしょうね

• 技術職員が横で繋がれた好事例、高度専門職員として認知されるための活動の紹介があれば教えて頂きたい。
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EPOCH事業への意見交換会の開催

■ 開催概要
日時：12月15日（月） 13:00～17:00
場所：北海道大学 東京オフィス
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1丁目7-12 
サピアタワー10階

参加者
文部科学省 2名
機器メーカー３社
学術委員会委員9名
研究基盤協議会 理事・監事 8名

Closed Event
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今後の活動

• 研究基盤強化推進セミナー、勉強会の継続開催
➢ 計測データの管理、利活用
➢ 研究基盤IR 等

• RA協議会、研究・イノベーション学会等での活動

皆様のご参加をお待ちしております
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